
地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数
Ⅰ．理念に基づく運営 11

１．理念の共有 2

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 3 　○項目番号について
５．人材の育成と支援 2 外部評価は30項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 2 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 1

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 6 　○記入方法
１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 2
　　見直し ［取り組みを期待したい項目］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 2
［取り組みを期待したい内容］

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 11

１．その人らしい暮らしの支援 9

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 30 家　 族

運営者

職員＝

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）
を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みま
す。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所
以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

確認された事実から、今後、さらに工夫や改善に向けた取り組みを期待したい項
目に○をつけています。

「取り組みを期待したい項目」で○をつけた項目について、具体的な改善課題や
取り組みが期待される内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

番号に網掛けのある項目は、地域密着型サービスを実施する上で重要と思われる重点
項目です。この項目は、概要表の「重点項目の取り組み状況」欄に実施状況を集約して
記載しています。

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 平成　　21　年　　　2　月　  　4　　日

評価機関名 特定非営利活動法人ワークショップ「いふ」

法人名 医療法人社団　開会

訪問調査日 平成　　20　年　　　12月　　18　　日

事業所名 グループホームると

＜認知症対応型共同生活介護用＞

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 4370700447



作成日

【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

（電　話）0969-22-1643

【情報提供票より】（平成20年10月1日事業所記入） 【重点項目への取り組み状況】

2 ユニット 人

20 人

（２）建物概要

1 階建ての 1 階

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

円 円

朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

（４）利用者の概要（　　月　　日現在）

18 名 男性 2 名 女性 16 名

名 名

名 名

名 名

年齢 平均 89 歳 最低 81 歳 最高 99 歳

（５）協力医療機関

重
点
項
目
④

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

丘の上位置しており、近隣の方が気軽に立ち寄れる環境ではないのでホーム自らが、
散歩・買い物・ドライブ・外食等日常的に地域に出かけている。また、地元のふるさと祭
りや夜市に参加し、保育園児による七夕訪問等の交流が図られている。

新築

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

運営推進会議では、主にホームの活動状況報告・外部評価の結果報告・地域との関わ
りについての協議等がなされている。特に地域密着型サービスであるＧＨとして、認知
症やＧＨに対する地域の理解と協力は欠かせないものであり、地域とのよりよい関わり
方について毎回議題にあげて協議されている。特段の進展はみられず、今後とも理解
者、協力者を増やしていく工夫が望まれる。。

重
点
項
目
③

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

毎月の支払は持参を原則にして毎月家族会を開催し、多くの参加を得る工夫で面会
は多い。その際よくコミュニケーションを取っており、言いにくいことも言ってもらえるよう
促している。また、請求書と一緒に「今月の一枚」として写真・近況報告・行事予定等を
記した便りを家族に送っており、安心を得るように努めている。

無

要支援２

　　　　　無

　　無
　有りの場合
　償却の有無

要介護４

   保証金の有無
(入居一時金含む)

または１日当たり　　　780円

協力医療機関名

要介護５

社団法人天草郡市医師会立天草地域医療センター、松本歯科医院

利用者人数

5

4

要介護２

要介護３

2

7

地域における認知症・グループホームへの理解を深め、地域との交流をすすめていく
ための取り組みについては、以前から課題となっており、運営推進会議において毎回
熱心に協議されているものの、ほとんど進展していない状況である。今後とも積極的な
対応が望まれる。また、災害対策については、今年度からＧＨ独自での訓練を毎月２回
行っており、充実がみられる。

平成20年12月18日

特定非営利活動法人　ワークショップ「いふ」

利用定員数計 　　 18

事業所番号

事業所名

所在地
　(電話番号）

平成　　年 　月　 日

4370700447

法人名

（１）組織概要

所在地 熊本市水前寺6丁目41-5

訪問調査日

重
点
項
目
②

建物構造
 　　　                             　　　木造平屋　造り 　

建物形態

重
点
項
目
①

   食材料費

家賃（平均月額） 39,000

単独

１．　調 査 報 告 概 要 表

熊本県天草市下浦町2090-7

医療法人社団　開会

グループホームると

小高い丘の上に、母体医院・老人保健施設・ケアハウス・デイサービスセンターに
併設して設置されているグループホーム「ると」。今年６月には１０周年を迎える。関
連施設全体で連携を取りながら、高齢者が心豊かな人生を送れるよう支援してい
る。建物は、１つの玄関を入ったところで左右対称に２ユニットに分かれており、外
観・内部の造り・調度品・飾り付け等センスよく整えられ、明るく居心地の良い空間と
なっている。「ゆっくり　楽しく　おだやかに」とわかりやすい理念を掲げ、入居者・家
族に「るとでよかった」と思ってもらえるケアを理想とし、入居者の意向・ペースに合
わせたケアが提供されている。また、ターミナルケアに取り組んでおり、職員全員で
方針を共有し、最期までケアする体制が出来ている。

今回の自己評価に対する取り組み状況(関連項目：外部4)

職員全員で自己評価の内容を確認し、積極的に取り組んでいる。日常のケアを客観的
に振り返って意見を出し合うことで、お互いの資質の向上に役立つような評価がなされ
ていた。

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連項目：外部4）

その他の経費（月額）

［認知症対応型共同生活介護用］

要介護１

開設年月日

職員数

平成　１１年　　６月　　１日

常勤    17人,  非常勤     3人,  常勤換算     人

評価機関名

    敷　　　　金

ユニット数



２．　調　査　報　告　書

　（   　 　　部分は重点項目です　）

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

　　１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを
支えていくサービスとして、事業所独自の理
念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践
に向けて日々取り組んでいる

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員とし
て、自治会、老人会、行事等、地域活動に参
加し、地元の人々と交流することに努めてい
る

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部
評価を実施する意義を理解し、評価を活かし
て具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

1

ホームと地域との交流について、熱心に検討されてお
り、「ゆっくり　楽しく　おだやかに」と、誰にでもわかりや
すい理念をかかげ、一人ひとりがその人らしく暮らせる
よう支援している。

○

85

利用者代表・家族代表・民生委員・公民館長・市包括
支援センター担当者等を委員に、２カ月に１回開催し
ている。主に活動状況報告、外部評価の結果報告、地
域との関わりについての協議等が行われている。委員
から、ホームの説明や入居者との接し方などを記載し
た「面会時にあたっての注意事項」を作成してはどうか
との意見も出され、現在検討中である。

2

○

２．地域との支えあい

地域との関わりについては、今後とも継続しての検討をお
願いしたい。なお、地域にホームの理解者・協力者を増や
すためにも、消防・警察・老人会・婦人会・ＰＴＡなど、委員
でなくても時にゲストとして招き、話をしてもらったり意見を
得るのも良いと思われる。また、欠席の多い委員について
のアプローチを検討し、次回参加を促す働きかけも必要と
思われる。

認知症やグループホームについての地域の理解不足か
ら、心ない言葉をきくこともあり、地域との交流が妨げられ
ている状況である。時間がかかると思われるが、ホームの
持つ知識・技術を生かして、理解を深めるために尽力され
ることを期待する。

5

地理的に地域の方が気軽に立ち寄れるような場所では
ないが、地元のふるさと祭りや夜市、イベントなどには
積極的に出かけるようにしている。また、七夕の飾り付
けを幼稚園児と一緒に行う交流もあっている。

○

74

リーダーを中心に、ミーティングで職員全員で意見を出
し合って自己評価に取り組んでいる。前年度の課題は
地域との交流が主であり、運営推進会議で毎回検討
し、改善策を見いだす努力がなされている。

地域密着型サービスであることを理念として鮮明にするこ
とで、さらに意識付けと地域の理解を深めることになると思
われる。

1

2

理念は玄関に掲示されており、また、勉強会やミーティ
ングで、基本理念を再確認しつつ共有している。バタ
バタせずにゆっくり、職員も一緒に楽しくと心がけてい
る。入居者の穏やかな表情から、職員が理念の実践に
日々取り組んでいることが窺える。

3

取り組みを期待したい項目

1



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外
にも行き来する機会をつくり、市町村ととも
にサービスの質の向上に取り組んでいる

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の異動等について、家族等に
定期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員に
よる支援を受けられるように、異動や離職を
必要最小限に抑える努力をし、代わる場合
は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしてい
る

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成
するための計画をたて、法人内外の研修を受
ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

18

５．人材の育成と支援

10

定期的な法人全体の研修会や外部研修には積極的
に参加し、事後の報告で情報を共有している。法人
で、ＳＧＳ（スモール　グループ　スタディ）として、テー
マを持って勉強・活動等を行い、発表や表彰を実施し
ている。職員個々が目標管理シートを作成し、目標を
たて実施状況を定期的に面接・評価する等、意欲を
持って働けるような職員育成の取り組みが行われてい
る。

9

8

面会時によく話をすることにより、多くの家族と信頼関
係ができており、言いにくいことも言える環境が作られ
ている。家族会は毎月多くの家族が参加し、家族同士
の交流も出来、面会時には親しくなった他の入居者と
も話をしていくなど、広がりができてきている。

異動は、入居者のダメージや、職員がグループホーム
の仕事に慣れるのに時間がかかることもあり、できるだ
け行わないようにしている。異動してきてしばらくは一日
中入居者の横に座り、入居者を理解し、自分をわかっ
てもらう努力を行うなど、信頼関係を築く努力をしてい
る。

19

147

毎月、請求書と「今月の一枚」として写真・近況報告と
行事予定を同封して家族に送付されている。支払はで
きるだけ持参してもらい、毎月家族会を開催するなど、
ホームを訪れる機会を増やす工夫が作られ、面会時に
は入居者の様子を細かに伝えている。また、玄関に行
事や日常生活の写真を掲示したり、一人ひとりのアル
バムを作成して、遠方から来られた家族に見てもらい
喜ばれている。

6
市行政との関わりは運営推進会議の委員として地域包
括支援センター担当者の出席を得ているが、その他の
連携は今後の課題となっている。

○

グループホームが地域密着型サービスとして位置づけら
れ、市行政との連携は以前にも増して重要になっている。
市の組織再編があるということであり、行政にホームの存
在を理解してもらい、地域の認知症患者やホームに対す
る理解を深める事が重要と思われる。また、他のホームと
連携して市に働きかけていくことも必要と考える。

9

15

2



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交
流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、サービスをいきなり開始するの
ではなく、職員や他の利用者、場の雰囲気に
徐々に馴染めるよう家族等と相談しながら工
夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、
本人から学んだり、支えあう関係を築いてい
る

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあ
り方について、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映した介護計画を作成している

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

地域全体としてサービスの質の向上に資するため、今後
とも協力連携して活動されることを期待する。

2011

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

天草地区のグループホーム連絡会が年４～５回開催さ
れており、主として情報交換を行っている。最近は、意
見要望等を行政に申し入れをする等、結束も高まりつ
つある。

○

26

3615
把握した情報を基に、現場から問題点や意見等を出し
てもらい、一緒に検討しながら介護計画を作成してい
る。

3314

ＫＯＭＩチャートを用い、生活歴・健康状態・趣味嗜好
等、本人の基本情報を詳細に把握し、共に生活する中
で、少しずつ情報を増加させている。また、常に利用者
本位を心がけ、その日の状態や意向の把握に努め、
申し送りで共有している。

12

ほとんどの入居者が関連施設からの入居であるため、
前施設担当者と十分連携を取り、事前に情報を収集し
ている。入居後１カ月くらいは不穏な状態が続く事もあ
るが、ゆっくりその人に合わせたペースで見守り、ホー
ムの暮らしになれるよう、地道な働きかけが行われてい
る。

2713

今が時期の切り干し大根作り、干し柿作り・日々の料理
の手順・昔からの伝統行事のしきたりなど、入居者に教
わることが多く、会話をしながら一緒に活動する時間が
大切にされている。

3



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うととも
に、見直し以前に対応できない変化が生じた
場合は、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、現状に即した新たな計画を作成している

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支援
をしている

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、
できるだけ早い段階から本人や家族等ならび
にかかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員
で方針を共有している

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよ
うな言葉かけや対応、記録等の個人情報の取
り扱いをしていない

３．多機能性を活かした柔軟な支援

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

20

4719

ホームでターミナルケアを行っており、入所時に看取り
に関するホームの基本的指針を説明し、終末期につい
ての意思確認を行っている。また、状態が悪くなった段
階で改めて主治医と家族の話し合いを重ね、本人の状
態を勘案しながらできるだけ希望に沿う形での対応を
行っている。

50

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

内科医院が隣接しており、急変時には迅速な対応が
可能で本人・家族の安心を得ている。他科受診につい
ては、職員が同行してホームでの状態を伝え、診察結
果を聞いて、ケアに役立てている。

3917

本人の要望に応じ、ドライブや買い物等に、その都度
対応している。職員を基準より多く配置していることや、
２ユニットの境壁を取り外すと広いリビングとなってつな
がり、双方を一緒に見守ることも可能なため、希望に応
じた個別の対応が可能となっている。また、災害時には
法人全体で地域の一人暮らし老人の避難対応も行っ

3716

介護認定の見直し時期にあわせ計画の見直しを行うほ
か、状態に変化が生じた都度見直しを行っている。計
画は、家族の面会時に意見や希望を聞き、それらを取
り入れて作成している。

「親しき仲にも礼儀あり」を踏まえ、人生の先輩として、
尊厳を持って対応している。特にトイレへの誘導時や
失禁の際の声かけは、プライバシーの保護とプライドを
傷つけないような対応に留意されている。

4318

4



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日
をどのように過ごしたいか、希望にそって支
援している

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員が
一緒に準備や食事、片付けをしている

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわず
に、一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て、入浴を楽しめるように支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、楽しみごと、気晴らしの支援をしている

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりの
その日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援している

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

24

施設長代理が、月１回ピアノの演奏会を開いているが、
それをきっかけに入居者中心の合唱団を結成し、皆で
練習して家族会で披露することができた。その際の歌
詞カードは習字の上手な入居者がつくり、合唱団おそ
ろいの赤いスカーフは得意な人が縫うなど、それぞれ
の能力を発揮し、協力して取り組んでいる。また、今は
ハンドベルの練習をしており、クリスマス会で発表予定
である。その他、入居前の趣味や楽しみごとを把握して
おり、継続できるよう支援している。

5723

入浴は一人ひとりの希望に合わせ、毎日でも対応し夕
方からの入浴も対応している。好みの湯加減や浴槽に
入っている時間に配慮し、体調をみながらゆっくり入っ
てもらっている。季節に応じ、ゆず湯・菖蒲湯、また入
浴剤で温泉気分を味わうなど、入浴を楽しむ工夫が取
り入れられていた。

59

25

希望に応じて、日常的に散歩・ドライブ・外食等行って
いるほか、花見・ブドウ狩り・イベントなどにも出かけて
いる。また、下田温泉への一泊旅行を行うなど、多くの
外出プランを企画し支援実施している。

61

食事の準備を手伝える入居者は少なくなったが、職員
も同じテーブルにつき、なごやかに談笑しつつ、さりげ
ない介助をしながら食事する風景が見られた。食器は
上品な陶器を揃え、パンは手作りのものを出すなど、
豊かな気持ちで食事が取れるように細かな気遣いがな
されている。

5422

5221

朝は、３～４時に起きる人から１０時頃に起きる人まで
様々で、７時頃から朝食を食べられるように準備され、
遅い人も自分のペースで食事が取れるように対応され
ている。当日も午前中は、こたつでテレビを観る人、
テーブルに座って談笑する人、部屋でやすんでいる人
など、それぞれ自分のペースで自由に過ごす様子が
見られた。

5



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に
鍵をかけることの弊害を理解しており、鍵を
かけないケアに取り組んでいる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を身につけ、日ご
ろより地域の人々の協力を得られるよう働き
かけている

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不
快な音や光がないように配慮し、生活感や季
節感を採り入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

8129

8330

タンスの置かれた落ち着いた部屋や、職員手作りの壁
掛けに本人の若い頃の写真が飾られた部屋など、入
居者の希望や認知度、家族の要望などで違いはあるも
のの、比較的シンプルに整頓されており、過ごしやす
い工夫が見られた。

77

食事・水分の摂取量はチェックし、把握しており、水分
量の少ない人には、好きな飲み物やゼリーなどで確保
している。肉・魚・野菜等の栄養バランスを考えて献立
を工夫し、摂取量の少ない人には栄養補助食品を取り
入れるなど、健康面への留意がみられた。

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

28

玄関は、クリスマスバージョンの飾り付けと、最近の行
事の写真がいっぱいで、温かく迎えてくれた。食堂兼リ
ビングは広くゆったりとしており、天井が高く、明るく開
放的な造りとなっている。テーブル・ピアノ・テレビ・こた
つ・クリスマスツリーなど、品良く配置され、落ち着いた
居心地の良い空間となっている。

6626

日中、玄関への施錠はなく、リビングでは常時職員が
入居者に目を向け、夜間も全居室の見守りができる位
置に待機する等、安全確保に努めている。また、敷地
内では併設施設の職員と見守りについての連携ができ
ている。

年２回開催される法人合同の避難訓練には、消防署
へ協力を仰ぎ、入居者も参加して行っている。また、毎
月２回、別途ＧＨ独自で、通報の仕方、消火機器の扱
い方、昼間や夜間などを多様に想定して避難訓練を、
繰り返し行っている。その他、関連施設全体で、10分
以内で駆け付けることの出来る職員２８名からなる、緊
急救助班を設置しており、毎月１回訓練をしている。

7127

（４）安心と安全を支える支援

6



○ 自己評価は全部で100項目あります。　 　○記入方法
○ ［取り組みの事実］

○ ［取り組んでいきたい項目］

［取り組んでいきたい内容］

○

○ ［特に力を入れている点・アピールしたい点］（アウトカム項目の後にある欄です）

　○用語の説明

項目数 家族等

　　　　Ⅰ．理念に基づく運営 22 家　 族

１．理念の共有 3 運営者

２．地域との支えあい 3

３．理念を実践するための制度の理解と活用 5 職員＝

４．理念を実践するための体制 7

５．人材の育成と支援 4 チーム

　　　　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 10 　○評価シートの説明
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 4

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 6

　　　　Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 17

１．一人ひとりの把握 3

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 3

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 10

　　　　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 38

１．その人らしい暮らしの支援 30

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 8

　　　　Ⅴ．サービスの成果に関する項目 13

合計 100

（ユニット名） １号館

評価調査票は、プロセス評価の項目（№1から№87）とサービスの成果（アウトカム）の項目
（№88から№100）の2種類のシートに分かれています。記入する際は、2種類とも必ず記入
するようご注意ください。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者
と同義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

記入日 平成20年10月1日

熊本県天草市

記入者名
（管理者）

山田純子

所在地
（県・市町村名）

自 己 評 価 票

事業所名 グループホームると

ケアサービスの提供状況や事業所の取り組み状況を具体的かつ客観的に記入しま
す。（実施できているか、実施できていないかに関わらず事実を記入）

今後、改善したり、さらに工夫を重ねたいと考えた項目に○をつけます。

「取り組んでいきたい項目」で○をつけた項目について、改善目標や取り組み内容
を記入します。また、既に改善に取り組んでいる内容・事実があれば、それを含めて
記入します。

日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点
を記入します。

地域密着型サービスの自己評価項目構成

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を
含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事
業所以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

自己評価は、外部評価の資料となります。外部評価が事業所の実践を十分に反映し
たものになるよう、自己評価は事実に基づいて具体的に記入しましょう。

自己評価結果は、外部評価結果とともに公開されます。家族や地域の人々に事業所
の日頃の実践や改善への取り組みを示し、信頼を高める機会として活かしましょう。

これらの項目は事業所が地域密着型サービスとして目標とされる実践がなされている
かを具体的に確認するものです。そして改善に向けた具体的な課題を事業所が見出
し、改善への取り組みを行っていくための指針とします。

項目一つひとつを職員全員で点検していく過程が重要です。点検は、項目の最初から
順番に行う必要はありません。点検しやすい項目（例えば、下記項目のⅡやⅢ等）か
ら始めて下さい。



　（様式１）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○地域密着型サービスとしての理念

　地域の中でその人らしく暮らし続けるこ
とを支えていくサービスとして、事業所独
自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

　管理者と職員は、理念を共有し、理念の
実践に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続
けることを大切にした理念を、家族や地域
の人々に理解してもらえるよう取り組んで
いる

○隣近所とのつきあい

　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえ
るような日常的なつきあいができるように
努めている

○地域とのつきあい

　事業所は孤立することなく地域の一員と
して、自治会、老人会、行事等、地域活動
に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

項　　目

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

2
勉強会、ミーティングの場で確認しあい、実践に
向けて取り組んでいます。

3
来館時、誰もが目にできるよう玄関内に掲示して
います。

4
親しみやすく気軽に立ち寄ってもらえる明るい雰
囲気づくりを心がけています。

5
地元で行なわれるふるさと祭りや夜市など積極的
に参加しています。

２．地域との支えあい

「ゆったり　楽しく　仲良く」と分かりやすい言
葉で誰もが理解できる理念をあげています。

自己評価票(参考例)　

1



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

　利用者への支援を基盤に、事業所や職員
の状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮
らしに役立つことがないか話し合い、取り
組んでいる

○評価の意義の理解と活用

　運営者、管理者、職員は、自己評価及び
外部評価を実施する意義を理解し、評価を
活かして具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている

○市町村との連携

　事業所は、市町村担当者と運営推進会議
以外にも行き来する機会をつくり、市町村
とともにサービスの質の向上に取り組んで
いる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人に
はそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内で虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

３．理念を実践するための制度の理解と活用

他の交流の機会がもてないか検討しています。

6
運営推進会議を開催し「介護教室」等の活動に取
り組んでいけるよう話し合いを行っています。

7
評価内容は管理者、職員全員で話し合い改善に取
り組んでいます。

11
虐待に関する記事などは職員全員が必ず目を通す
よし、都度確認し話し合うよう勤めています。

8
会議での意見をもとに職員間で話し合い、よりよ
いサービスにつながるよう勤めています。

9 現在、運営推進会議のみ行なっています。 ○

10
成年後見制度に関するパンフレットを使用し、
ミーティング時に確認しています。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約を結んだり解約をする際は、利用者
や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

○家族等への報告

　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家
族等に定期的及び個々にあわせた報告をし
ている

○運営に関する家族等意見の反映

　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　運営者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

○柔軟な対応に向けた勤務調整

　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟
な対応ができるよう、必要な時間帯に職員
を確保するための話し合いや勤務の調整に
努めている

４．理念を実践するための体制

13
相談･苦情に対する窓口を設けて検討会議を行い
改善、反映していけるよう努めています。

12
わかり易く説明を行い、十分に理解して頂いた上
で契約をしています。

15 項目13に同様

14
日頃の生活状況をおさめた写真を玄関内に掲示し
来館時、目にしていただけるようしています。

17
状況に合わせて勤務調整を行い、安定した対応が
できるよう心がけています。

16
申し送り時やミーティング等の機会を利用し意見
を出し合い、反映していけるよう努めています。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

18 ○職員の異動等による影響への配慮

　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職
員による支援を受けられるように、異動や
離職を必要最小限に抑える努力をし、代わ
る場合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮
をしている

５．人材の育成と支援

○職員を育てる取り組み

　運営者は、管理者や職員を段階に応じて
育成するための計画をたて、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、管理者や職員が地域の同業者
と交流する機会を持ち、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みを
している

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

　運営者は、管理者や職員のストレスを軽
減するための工夫や環境づくりに取り組ん
でいる

○向上心を持って働き続けるための取り組
み

　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を
持って働けるように努めている

19
各研修には積極的に参加し、研修内容を発表する
場を設け職員全員の資質向上を目指しています。

21
花見やボーリング大会等定期的に行い、職員同士
親睦を図っています。

20
定期的に地域のグループホームブロック会議に参
加し、情報交換を行っています。

22
目標管理シートを活用し、向上心を持って働ける
よう努めています。

利用者の混乱を招かぬよう異動は慎重に行ってい
ます。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　相談から利用に至るまでに本人が困って
いること、不安なこと、求めていること等
を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている

○初期に築く家族との信頼関係

　相談から利用に至るまでに家族等が困っ
ていること、不安なこと、求めていること
等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努
力をしている

○初期対応の見極めと支援

　相談を受けた時に、本人と家族が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

○馴染みながらのサービス利用

　本人が安心し、納得した上でサービスを
利用するために、サービスをいきなり開始
するのではなく、職員や他の利用者、場の
雰囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談
しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

　職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共
にし、本人から学んだり、支えあう関係を
築いている

25
ご本人、ご家族の思いを踏まえ適切な対応ができ
るよう努めています。

26
環境の変化による混乱を招かぬよう他部署と連携
し安心して利用していただける環境づくりを行
なっています。

27
常に共に生活しているという意識を持ち、相互に
支えあっています。

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

24
ご家族の思いを傾聴し信頼された関係つくりを心
かけています。

23
相談時にご本人とお話し不安を受け止め、安心し
て入居していただけるよう努力しています。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○本人を共に支えあう家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を
支えていく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

　これまでの本人と家族との関係の理解に
努め、より良い関係が築いていけるように
支援している

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるように努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用（契約）が終了しても、継
続的な関わりを必要とする利用者や家族に
は、関係を断ち切らないつきあいを大切に
している

29
職員が介入できる範囲を見極めながら、よりよい
関係つくりができるよう努めています。

28
利用者との関係つくりでの困り事等はご家族と共
に解決に向け話し合い、意識の共有を図っていま
す。

31
定期的に席替えを行い、利用者同士の関係を把握
し、互いに支えあえるよう支援しています。

30
なじみの人や場所等は、関係が継続されるよう支
援に努めています。

32
ご本人を取り囲む環境の一部として関係が継続さ
れるよう努めています。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状を総合的に把握する
ように努めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

　本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な関
係者と話し合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映した介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

　介護計画の期間に応じて見直しを行うと
ともに、見直し以前に対応できない変化が
生じた場合は、本人、家族、必要な関係者
と話し合い、現状に即した新たな計画を作
成している

37 都度、確実に行うようにしています。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

35
利用者一人ひとりの有する力、残された力を活か
せるよう、的確に把握する努力をしています。

ご本人、ご家族の思いが十分に反映された介護計
画を目指しています。

常に利用者本位を心がけて、ご本人の思いを受け
止め実現されるよう努力しています。

34
ご家族、他施設からの情報を職員全員で共有し把
握に努めています。

33
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

○事業所の多機能性を活かした支援

　本人や家族の状況、その時々の要望に応
じて、事業所の多機能性を活かした柔軟な
支援をしている

○地域資源との協働

　本人の意向や必要性に応じて、民生委員
やボランティア、警察、消防、文化・教育
機関等と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

　本人の意向や必要性に応じて、地域の他
のケアマネジャーやサービス事業者と話し
合い、他のサービスを利用するための支援
をしている

○地域包括支援センターとの協働

　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護
や総合的かつ長期的なケアマネジメント等
について、地域包括支援センターと協働し
ている

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

３．多機能性を活かした柔軟な支援

38
SOAP形式を用い、認知症状に関する言動など細か
に記入し介護計画の作成に役立てています。

39 行なっています。

41 必要であれば支援しています。 ○
現在、数名の入居者の方のデイケア利用を検討し
ています。

40
地域で支えあうという意識の浸透を目指し幅広い
支援体制づくりに努めています。

42 皆で支えあう関係を大切にしています。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○かかりつけ医の受診支援

　本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

○認知症の専門医等の受診支援

　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築
きながら、職員が相談したり、利用者が認
知症に関する診断や治療を受けられるよう
支援している

○看護職との協働

　利用者をよく知る看護職員あるいは地域
の看護職と気軽に相談しながら、日常の健
康管理や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

　利用者が入院した時に安心して過ごせる
よう、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備
えて連携している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

　重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等
ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合
い、全員で方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

　重度や終末期の利用者が日々をより良く
暮らせるために、事業所の「できること・
できないこと」を見極め、かかりつけ医と
ともにチームとしての支援に取り組んでい
る。あるいは、今後の変化に備えて検討や
準備を行っている

43
母体医院以外でも、かかりつけ医があれば受診を
支援し情報提供を行っています。

45
医療連携体制の下、訪問看護、医師共に情報の共
有を図っています。

44 支援しています。

47
ターミナルケアまで行なうことを前提としスタッ
フ全員日々のケアに応じています。

46 情報交換に努め連携を取り合っています。

48
ターミナルケアのあり方についてチームとして取
り組んでいます。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○住み替え時の協働によるダメージの防止

　本人が自宅やグループホームから別の居
所へ移り住む際、家族及び本人に関わるケ
ア関係者間で十分な話し合いや情報交換を
行い、住み替えによるダメージを防ぐこと
に努めている

○プライバシーの確保の徹底

　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ね
るような言葉かけや対応、記録等の個人情
報の取り扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　本人が思いや希望を表せるように働きか
けたり、わかる力に合わせた説明を行い、
自分で決めたり納得しながら暮らせるよう
に支援をしている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援し、理容･美容は本人の望む
店に行けるように努めている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

化粧や好みの髪型など、その人らしい身だしなみ
が支援できるよう努めています。

53

50

51

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52
業務優先にならないように柔軟な対応を心がけて
います。

言葉かけや対応等は常に職員間で確認し合い慎重
に行っています。

利用者一人ひとりに合った質問形式や説明を行
い、自己決定を支援しています。

49
混乱を最小限に抑えるため情報交換を行い、互い
に支えあっています。

10



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

○本人の嗜好の支援

　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たば
こ等、好みのものを一人ひとりの状況に合
わせて日常的に楽しめるよう支援している

○気持よい排泄の支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして気持ちよく排泄できるよう支援して
いる

○入浴を楽しむことができる支援

　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしま
わずに、一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて、入浴を楽しめるように支援して
いる

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、安心して気持ちよく休息したり
眠れるよう支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、楽しみごと、気晴らしの支援をして
いる

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

54
その季節にしか味わえない食材を活かし、準備等
も職員と共に行いながら楽しむことができるよう
支援しています。

55
一人ひとりの好みに合わせ楽しめるよう心がけて
います。

57
希望があればいつでも対応できるよう心がけてい
ます。

56
排泄パターンを把握し、時間ごとの誘導を行なっ
たり、一人ひとりの排泄サインを見逃さないよう
努力しています。

59
入居以前の趣味や楽しみごとなどが継続されるよ
う支援しています。

58
一人ひとりの状況に応じて昼寝の時間を設けた
り、夜間不眠時には職員とゆっくり過ごしたりし
ています。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

○日常的な外出支援

　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひと
りのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援している

○普段行けない場所への外出支援

　一人ひとりが行ってみたい普段は行けな
いところに、個別あるいは他の利用者や家
族とともに出かけられる機会をつくり、支
援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

○家族や馴染みの人の訪問支援

　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人
たちが、いつでも気軽に訪問でき、居心地
よく過ごせるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

　運営者及び全ての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

（４）安心と安全を支える支援

61 ドライブや散歩は希望に応じて支援しています。

60
利用者一人ひとりの管理能力に応じ支援していま
す。

63
遠方にいるご家族からの手紙には必ず写真を添え
て返事を出しやり取りができるよう支援していま
す。

62
外食やぶどう狩りなど、定期的に規格、支援を行
なっています。

65
身体拘束をしないケアを職員全員で取り組んでい
ます。

64
ホールにソファースペースを設けたり、各居室
ベットはたたみ敷きになっていたり居心地よい空
間になっています。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○鍵をかけないケアの実践

　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄
関に鍵をかけることの弊害を理解してお
り、鍵をかけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

　職員は本人のプライバシーに配慮しなが
ら、昼夜通して利用者の所在や様子を把握
し、安全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

　注意の必要な物品を一律になくすのでは
なく、一人ひとりの状態に応じて、危険を
防ぐ取り組みをしている

○事故防止のための取り組み

　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を
防ぐための知識を学び、一人ひとりの状態
に応じた事故防止に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え、全て
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を身につ
け、日ごろより地域の人々の協力を得られ
るよう働きかけている

67
常時、所在確認、見守りを徹底し安全確保に努め
ています。

66
夜間以外は、自由に出入りできるよう鍵はかけ
ず、各居室には鍵はついていません。

69
徘徊訓練や勉強会を行い事故防止に取り組んでい
ます。

68 一人ひとりの状態に応じて管理しています。

71 様々な状況を想定し訓練を行なっています。

70
法人内の訓練、勉強会に参加し全職員が対応でき
るよう努めています。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○リスク対応に関する家族等との話し合い

　一人ひとりに起こり得るリスクについて
家族等に説明し、抑圧感のない暮らしを大
切にした対応策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に
努め、気付いた際には速やかに情報を共有
し、対応に結び付けている

○服薬支援

　職員は、一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

○便秘の予防と対応

　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、予防と対応のための飲食物の工夫や身
体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた
支援をしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

73
申し送りを確実に行い、早急に対応ができるよう
心がけています。

72
状態が変化するごとに、適宜説明を行い話し合う
ようにしています。

75
消化のよいものや水分補給を促したり、散歩程度
の軽い運動を行なうよう働きかけています。

○
身体を動かすことも大切と考えパワーリハビリを
活用しています。

74
処方内容については、職員全員が把握し体調変化
の早期発見に努めています。

77
一日の水分摂取をチェックし一人ひとりの嗜好や
嚥下状態に応じて確保できるよう心がけていま
す。

76
食後の口腔ケアや義歯洗浄剤での消毒を行ってい
ます。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○感染症予防

　感染症に対する予防や対応の取り決めが
あり、実行している（インフルエンザ、疥
癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

　食中毒の予防のために、生活の場として
の台所、調理用具等の衛生管理を行い、新
鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

　利用者や家族、近隣の人等にとって親し
みやすく、安心して出入りができるよう
に、玄関や建物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとっ
て不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり

　共用空間の中には、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

79
調理用具等は適宜消毒を行い衛星管理に勤めてい
ます。

78 マニュアルを作成しています。

81
ホールや廊下には季節感のある装飾を行い、温か
みのある空間つくりを心がけています。

80
玄関周りには季節ごとに花を植え、玄関内にも常
に花を飾り明るい雰囲気つくりに努めています。

82
ソファーを設置し、くつろげる場所として活用し
ています。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○換気・空調の配慮

　気になるにおいや空気のよどみがないよ
う換気に努め、温度調節は、外気温と大き
な差がないよう配慮し、利用者の状況に応
じてこまめに行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱
や失敗を防ぎ、自立して暮らせるように工
夫している

○建物の外周りや空間の活用

　建物の外周りやべランダを利用者が楽し
んだり、活動できるように活かしている

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

83
居室にはご本人の昔の写真を飾ったり、使い慣れ
た家具を置き工夫しています。

85
ホール、廊下、トイレには手すりをつけ、安全な
生活が送れるよう工夫しています。

84
こまめに換気を行い、消臭、芳香剤を使用した
り、空調も利用者の状況に応じて行なっていま
す。

87
気候のよい日には裏庭でランチやティータイムを
楽しんでいる。また、畑があり季節の野菜を栽培
から収穫まで一緒に行なっています。

86
ホールには３方向に時計を設置したり見やすい大
きさのカレンダーを置いたり工夫しています。
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○ ①ほぼ全ての利用者の
②利用者の２/３くらいの
③利用者の１/３くらいの
④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある
②数日に１回程度ある
③たまにある
④ほとんどない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての家族と
②家族の２/３くらいと
③家族の１/３くらいと
④ほとんどできていない
①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度

○ ③たまに
④ほとんどない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項　　目

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所を○印で囲むこと）

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

91
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

95
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている
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①大いに増えている
○ ②少しずつ増えている

③あまり増えていない
④全くいない
①ほぼ全ての職員が

○ ②職員の２/３くらいが
③職員の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての家族等が
②家族等の２/３くらいが
③家族等の１/３くらいが
④ほとんどできていない

項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）

月に一度開催している家族会は、殆どのご家族参加が得られています。食事に郷土料理やその季節ならではの食材を活かしたメニューを提供したり、利用者全員で合唱団を
結成し、唄や踊りを披露したりと工夫を凝らしています。最近では、ご家族から料理を提供していただくこともあり、この家族会を通じて共に支えあう関係つくりを目指し
ています。

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る

98 職員は、活き活きと働けている

99
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う
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○ 自己評価は全部で100項目あります。　 　○記入方法
○ ［取り組みの事実］

○ ［取り組んでいきたい項目］

［取り組んでいきたい内容］

○

○ ［特に力を入れている点・アピールしたい点］（アウトカム項目の後にある欄です）

　○用語の説明

項目数 家族等

　　　　Ⅰ．理念に基づく運営 22 家　 族

１．理念の共有 3 運営者

２．地域との支えあい 3

３．理念を実践するための制度の理解と活用 5 職員＝

４．理念を実践するための体制 7

５．人材の育成と支援 4 チーム

　　　　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 10 　○評価シートの説明
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 4

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 6

　　　　Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 17

１．一人ひとりの把握 3

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 3

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 10

　　　　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 38

１．その人らしい暮らしの支援 30

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 8

　　　　Ⅴ．サービスの成果に関する項目 13

合計 100

自己評価は、外部評価の資料となります。外部評価が事業所の実践を十分に反映し
たものになるよう、自己評価は事実に基づいて具体的に記入しましょう。

自己評価結果は、外部評価結果とともに公開されます。家族や地域の人々に事業所
の日頃の実践や改善への取り組みを示し、信頼を高める機会として活かしましょう。

これらの項目は事業所が地域密着型サービスとして目標とされる実践がなされている
かを具体的に確認するものです。そして改善に向けた具体的な課題を事業所が見出
し、改善への取り組みを行っていくための指針とします。

項目一つひとつを職員全員で点検していく過程が重要です。点検は、項目の最初から
順番に行う必要はありません。点検しやすい項目（例えば、下記項目のⅡやⅢ等）か
ら始めて下さい。

自 己 評 価 票

事業所名 グループホームると

ケアサービスの提供状況や事業所の取り組み状況を具体的かつ客観的に記入しま
す。（実施できているか、実施できていないかに関わらず事実を記入）

今後、改善したり、さらに工夫を重ねたいと考えた項目に○をつけます。

「取り組んでいきたい項目」で○をつけた項目について、改善目標や取り組み内容
を記入します。また、既に改善に取り組んでいる内容・事実があれば、それを含めて
記入します。

日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点
を記入します。

地域密着型サービスの自己評価項目構成

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を
含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事
業所以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

記入日 平成20年10月1日

熊本県天草市

記入者名
（管理者）

福冨美穂

所在地
（県・市町村名）

（ユニット名） ２号館

評価調査票は、プロセス評価の項目（№1から№87）とサービスの成果（アウトカム）の項目
（№88から№100）の2種類のシートに分かれています。記入する際は、2種類とも必ず記入
するようご注意ください。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者
と同義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。



　（様式１）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○地域密着型サービスとしての理念

　地域の中でその人らしく暮らし続けるこ
とを支えていくサービスとして、事業所独
自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

　管理者と職員は、理念を共有し、理念の
実践に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続
けることを大切にした理念を、家族や地域
の人々に理解してもらえるよう取り組んで
いる

○隣近所とのつきあい

　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえ
るような日常的なつきあいができるように
努めている

○地域とのつきあい

　事業所は孤立することなく地域の一員と
して、自治会、老人会、行事等、地域活動
に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

項　　目

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

2
定期的にリーダーを中心として、お互い確認し
合っています。

3
来館していただいたお客様にも理念を理解してい
ただけるよう、玄関内に掲示しています。

4
日常的な外出を心がけています。また、お知り合
いの方に会った場合は、来館も勧めています。

今後は、参加するだけでなく、地域の方と、もっ
とお話したり交流を深めていければと思います。

5
地域のお祭りや催し物には積極的に参加するよう
にしています。

○

２．地域との支えあい

「ゆっくり　楽しく　仲良く」と分かりやすい言
葉で示しています。

自己評価票(参考例)　

1



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

　利用者への支援を基盤に、事業所や職員
の状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮
らしに役立つことがないか話し合い、取り
組んでいる

○評価の意義の理解と活用

　運営者、管理者、職員は、自己評価及び
外部評価を実施する意義を理解し、評価を
活かして具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている

○市町村との連携

　事業所は、市町村担当者と運営推進会議
以外にも行き来する機会をつくり、市町村
とともにサービスの質の向上に取り組んで
いる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人に
はそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内で虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

３．理念を実践するための制度の理解と活用

他の交流の機会がもてないか検討しています。○

6 定期的に運営推進会議を開催しています。

7
自己評価内容はスタッフ皆で意見を出し合い、ま
た、外部評価後の結果内容は皆で確認し改善内容
についても話し合いの場を設けています。

11

8
会議で話された内容や意見は、文書化しスタッフ
全員に周知徹底しています。同時にミーティング
で再確認しています。

9 現在、運営推進会議のみ行なっています。

10
成年後見制度に関するパンフレットを使用し、
ミーティング時に確認しています。

虐待について、事件として取り上げられた件は、
スタッフ掲示板で確実に確認しています。場合に
よりレポート提出もしており、虐待防止に関する
文書も確認しています。

2



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約を結んだり解約をする際は、利用者
や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

○家族等への報告

　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家
族等に定期的及び個々にあわせた報告をし
ている

○運営に関する家族等意見の反映

　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　運営者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

○柔軟な対応に向けた勤務調整

　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟
な対応ができるよう、必要な時間帯に職員
を確保するための話し合いや勤務の調整に
努めている

４．理念を実践するための体制

13
家族の施設に対する要望及び苦情などは、普段の
会話内容からさりげなく聞けるよう、密接な関係
づくりに努めています。

○
苦情が会った場合、まずは文書化し緊急ミーティ
ングを開き、スタッフ皆で話し合う場を確実に設
けています。

12
十分に説明を行い、家族の問いにも確実に答えら
れるようにしており、納得された上で契約を行っ
ています。

15 項目13に同様

14

入居者の方の暮らしぶりについては、面会時にそ
の都度報告するようにしています。また、それ以
外に毎月の請求書と共に「今月の一枚」として写
真を同封しています。金銭管理についても定期的
に家族に支出明細書と金額を確認してもらってお
ります。

17
ゆとりある勤務体制づくりを心がけており、ま
た、日勤リーダーを決めることで家族に対する安
定した対応に努めています。

16
各スタッフがそれぞれ取り組みたい内容や意見に
ついても、自由に発言できるような職場環境つく
りに努めています。

3



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○職員の異動等による影響への配慮

　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職
員による支援を受けられるように、異動や
離職を必要最小限に抑える努力をし、代わ
る場合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮
をしている

異動に関しては最小限に努めています。

５．人材の育成と支援

○職員を育てる取り組み

　運営者は、管理者や職員を段階に応じて
育成するための計画をたて、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、管理者や職員が地域の同業者
と交流する機会を持ち、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みを
している

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

　運営者は、管理者や職員のストレスを軽
減するための工夫や環境づくりに取り組ん
でいる

○向上心を持って働き続けるための取り組
み

　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を
持って働けるように努めている

18

19
各研修へは積極的に参加しています。また、定期
的な勉強会も都度行っています。

○
日々の業務内容で見直す部やもう一度確認したい
ことがあった場合は、緊急ミーティングも開催し
ています。

21
スタッフ間のコミュニケーションを密に行なうこ
とでストレスの軽減を図っています。

○
スタッフ同士でのバーベキューや花見などの開催
も行なっています。

20
定期的に天草地区のグループホームのブロック会
議を行なっており、同時に情報交換も行っていま
す。

目標管理シートを活用しています。（ここ半年
間、自分が頑張ったこと」「入居者のケアで実際
に行ったこと」などを文書化し管理者へ提出して
いる。

22 定期的に把握しています。 ○

4



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　相談から利用に至るまでに本人が困って
いること、不安なこと、求めていること等
を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている

○初期に築く家族との信頼関係

　相談から利用に至るまでに家族等が困っ
ていること、不安なこと、求めていること
等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努
力をしている

○初期対応の見極めと支援

　相談を受けた時に、本人と家族が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

○馴染みながらのサービス利用

　本人が安心し、納得した上でサービスを
利用するために、サービスをいきなり開始
するのではなく、職員や他の利用者、場の
雰囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談
しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

　職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共
にし、本人から学んだり、支えあう関係を
築いている

25
まずは、ご本人、家族と共に現在何を必要として
いるかを把握し、どのような対応（ケア）を行な
うか皆で話し合っています。

料理の手順、年間行事の内容など入居者の方へお
尋ねする機会は日常生活に多くあります。

26
環境の変化における混乱を招かないようスムーズ
に今の状況にとけ込めるよう、家族、他部署など
の情報交換も確実に行っています。

27
入居者の方との時間の共有を大切にしています。
また、お互いに支えあえる関係つくりに努めてい
ます。

○

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

24
面会に来られるたびに、現在の状態などをお伝え
し、家族の思いを聞くようにしています。

23

入居時に必ずご本人とお話し、環境の変化におけ
る不安解消から現在困っていること、今後どのよ
うに過ごしたいか会話の中から導き把握するよう
にしています。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

5



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○本人を共に支えあう家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を
支えていく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

　これまでの本人と家族との関係の理解に
努め、より良い関係が築いていけるように
支援している

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるように努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用（契約）が終了しても、継
続的な関わりを必要とする利用者や家族に
は、関係を断ち切らないつきあいを大切に
している

29
スタッフが介入できる範囲を見極めながら、より
よい関係づくりができるよう努めたいます。

28
家族の方の面会の際には、ご本人の現状の状況と
それに対するケア内容までお伝えし、共有の意識
を持つようにしています。

なじみの場所（理美容室、商店、神社、自宅付近
など）への立ち寄りは進んでいっています。

31
各入居者間同士の関係を把握し、入居者同士がお
互いに支えあえる場面つくりにも努めています。

○
お互いの館内を行き来する関係の援助、仲の良い
同士で外出時に誘い合える関係の援助などを行
なっています。

30
なじみのもの、人物などケアの一部として取り入
れています。

○

周辺施設への（デイケア、デイサービスなど）面
会の援助を行なっています。また、曜日ごとに、
どの入居者の方のなじみの方が利用されているの
か一覧にし分かりやすい場所に掲示しています。

32
今まで築いた関係は断ち切らず、スタッフもご本
人を取り囲む環境の一部として関わるようにして
います。

○

6



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状を総合的に把握する
ように努めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

　本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な関
係者と話し合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映した介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

　介護計画の期間に応じて見直しを行うと
ともに、見直し以前に対応できない変化が
生じた場合は、本人、家族、必要な関係者
と話し合い、現状に即した新たな計画を作
成している

37 都度、確実に行うようにしています。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

各スタッフがパーソンセンタードケアを含む各研
修に積極的に学んでいます。

今までお昼寝をされていた方にはお昼寝を勧め、
好きな番組がある方は、番組が始まる前にお知ら
せするなどしています。

36

35
一人ひとりの入居者の方の今までの生活スタイル
等を踏まえ現在の一日の過ごし方に取り入れるよ
うにしています。

○

定期的なカンファレンス以外でも変化があった
ら、都度協議しケア内容を決めるようにしていま
す。

○
変化があった場合に、協議した内容は確実に申し
送り周知徹底しています。

パーソンセンタードケアの実現に努めています。 ○

34
入居時に確認し、スタッフ皆が把握するようにし
ています。

33

7



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

○事業所の多機能性を活かした支援

　本人や家族の状況、その時々の要望に応
じて、事業所の多機能性を活かした柔軟な
支援をしている

○地域資源との協働

　本人の意向や必要性に応じて、民生委員
やボランティア、警察、消防、文化・教育
機関等と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

　本人の意向や必要性に応じて、地域の他
のケアマネジャーやサービス事業者と話し
合い、他のサービスを利用するための支援
をしている

○地域包括支援センターとの協働

　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護
や総合的かつ長期的なケアマネジメント等
について、地域包括支援センターと協働し
ている

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

３．多機能性を活かした柔軟な支援

○
重要と思われる部分には蛍光ペンを使用すること
で、介護計画の作成に役立てるようにしていま
す。

38
日々の記録はＳＯＡＰ形式にて細やかに記入して
います。

39 行なっています。

41 必要であれば支援しています。 ○
現在、数名の入居者の方のデイケア利用を検討し
ています。

40
入居者の方の混乱を招かないよう、幅広い支援体
制つくりに努めています。

42 皆で支えあう関係を大切にしています。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○かかりつけ医の受診支援

　本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

○認知症の専門医等の受診支援

　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築
きながら、職員が相談したり、利用者が認
知症に関する診断や治療を受けられるよう
支援している

○看護職との協働

　利用者をよく知る看護職員あるいは地域
の看護職と気軽に相談しながら、日常の健
康管理や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

　利用者が入院した時に安心して過ごせる
よう、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備
えて連携している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

　重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等
ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合
い、全員で方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

　重度や終末期の利用者が日々をより良く
暮らせるために、事業所の「できること・
できないこと」を見極め、かかりつけ医と
ともにチームとしての支援に取り組んでい
る。あるいは、今後の変化に備えて検討や
準備を行っている

43
母体医院の医療を十分に受けることができます。
また、他のかかりつけ医がある場合は定期的な受
診の援助も行なっています。

45
医療連携体制の下、訪問看護、医師共に情報の共
有を図っています。

44 支援しています。

入院中は、ご本人が不安になられないよう、頻会
な面会を心がけています。

47
ターミナルケアまで行なうことを前提としスタッ
フ全員日々のケアに応じています。

46
日々の様子から今後に至るまで連携をとりあって
います。

○

48
ターミナルケアのあり方についてチームとして取
り組んでいます。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○住み替え時の協働によるダメージの防止

　本人が自宅やグループホームから別の居
所へ移り住む際、家族及び本人に関わるケ
ア関係者間で十分な話し合いや情報交換を
行い、住み替えによるダメージを防ぐこと
に努めている

○プライバシーの確保の徹底

　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ね
るような言葉かけや対応、記録等の個人情
報の取り扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　本人が思いや希望を表せるように働きか
けたり、わかる力に合わせた説明を行い、
自分で決めたり納得しながら暮らせるよう
に支援をしている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援し、理容･美容は本人の望む
店に行けるように努めている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

買い物に行きたいとの申し出があれば出かけ、帰
宅願望の際には業務を除いてでも対応するよう、
柔軟な対応を行っています。

○

○
話し方をゆっくりにしたり、その方に合わせた会
話内容にしたり、何かを選択する際の説明方法を
個々に変えたりしています。

行きつけの理美容室がある方は利用を勧め、ま
た、地元の美容室へ出向き散髪されることを勧め
ています。

53

50

51

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52
業務優先ではなく、常に入居者優先に取り組んで
います。

トイレの声かけ、または失禁等の声かけ対応はプ
ライバシーを損なわないよう、慎重に行っていま
す。また、個人情報については外部に洩れないよ
う確実に保管しています。

一人ひとりの現在の理解力に合わせた声かけを行
なっています。

49
混乱を最小限にするよう、情報交換を確実に行
い、互いに支えあうようにしています。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

○本人の嗜好の支援

　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たば
こ等、好みのものを一人ひとりの状況に合
わせて日常的に楽しめるよう支援している

○気持よい排泄の支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして気持ちよく排泄できるよう支援して
いる

○入浴を楽しむことができる支援

　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしま
わずに、一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて、入浴を楽しめるように支援して
いる

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、安心して気持ちよく休息したり
眠れるよう支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、楽しみごと、気晴らしの支援をして
いる

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

54
スタッフも入居者の方と同じものを同じ食卓で頂
いています。また、その方の残存機能に応じ食事
の準備、片付け等の声かけも常に行っています。

朝はご飯よりパンがよいといわれる方へはパンを
用意しています。また、その他個別の対応をして
います。（ビール、コーヒー、漬物、ヨーグルト
等）

55 本人の好みに応じています。 ○

57
希望があればいつでも入浴できるようにしていま
す。

○
入浴時間は、ご本人の好みに合わせ、温度や浴槽
内につかる時間など、体調をみながら、ゆっくり
入っていただくようにしています。

56
一日の排泄パターンを確実に把握しおむつ外しに
取り組んでいます。

入居時、眠剤を内服されていた方でも、現在、使
用していない方が多くいらっしゃいます。

59
個別にあわせた対応を行っています。また、入居
時には家族の方に人生史を書いてもらい、スタッ
フ全員把握するようにしています。

○

ＳＧＳと称して（スモールグループスタディ）入
居者の方とスタッフ共に一つの目標に向かって何
か取り組みをするという活動をしています。（る
とでは合唱団を結成しました。）

58

夜間なかなか眠れない方へは、お茶を出したり、
夜食を摂って頂いたり、スタッフとしばらくお話
したりと自然な形で入眠できるようにしていま
す。

○
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

○日常的な外出支援

　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひと
りのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援している

○普段行けない場所への外出支援

　一人ひとりが行ってみたい普段は行けな
いところに、個別あるいは他の利用者や家
族とともに出かけられる機会をつくり、支
援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

○家族や馴染みの人の訪問支援

　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人
たちが、いつでも気軽に訪問でき、居心地
よく過ごせるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

　運営者及び全ての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

（４）安心と安全を支える支援

61
希望があればいつでも外出できるようにしていま
す。

○
外出はその方の思いに応じて、一対一で行った
り、数名で行ったりしています。また、積極的な
外出の声かけも行なっています。

60
各入居者が所持し管理するのに適当な金額を把握
し渡しています。

63

本人の希望があればいつでも電話をかけることが
できます。また、外からかかってきた電話に出ら
れることもあります。季節のハガキを出すことも
支援しています。

○
年賀状や暑中お見舞いは、なるべく個人で記入し
ていただくよう支援しています。

62
家族の方との外出も進めています。また、家族の
方の急な来館時の外出希望にも応じています。

65
身体拘束をしないケアをスタッフ全員取り組んで
います。

64
居室にてゆっくりお話していただくようお勧めし
ています。また、ホールの一画にソファスペース
を設けています。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○鍵をかけないケアの実践

　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄
関に鍵をかけることの弊害を理解してお
り、鍵をかけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

　職員は本人のプライバシーに配慮しなが
ら、昼夜通して利用者の所在や様子を把握
し、安全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

　注意の必要な物品を一律になくすのでは
なく、一人ひとりの状態に応じて、危険を
防ぐ取り組みをしている

○事故防止のための取り組み

　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を
防ぐための知識を学び、一人ひとりの状態
に応じた事故防止に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え、全て
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を身につ
け、日ごろより地域の人々の協力を得られ
るよう働きかけている

67
皆が集まるホールはスタッフが不在になることは
ありません。また、夜間も全ての居室の見守りが
できる位置に待機しています。

66

夜間のみ、防犯の面から鍵をかけるようにしてい
ますが、日中は常に開いており自由に出入りでき
るようになっています。また、各居室には鍵はつ
いていません。

69
定期的に、または随時勉強会を行い事故防止に努
めています。

○
事故発生時、迅速な対応ができるようマニュアル
も作成しています。

68 各入居者の状態に応じて管理しています。

実践を交えた勉強会を今後も続けています。

71
定期的に様々な状態を想定しての訓練を行なって
います。

○

訓練の際には周辺施設、地元消防の協力を得て行
なっています。また、関連施設全体で緊急救助班
（10分以内に到着できる近隣に在住している職員
28名が所属）の設置を行い、毎月の訓練を行なっ
ています。

70
すべてのスタッフが学習はしているが、実践にお
いて未経験のことが多いため、事故発生時対応す
るスタッフが偏ってしまう現状にあります。

○
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○リスク対応に関する家族等との話し合い

　一人ひとりに起こり得るリスクについて
家族等に説明し、抑圧感のない暮らしを大
切にした対応策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に
努め、気付いた際には速やかに情報を共有
し、対応に結び付けている

○服薬支援

　職員は、一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

○便秘の予防と対応

　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、予防と対応のための飲食物の工夫や身
体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた
支援をしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

73
日々の申し送りを確実に行っており、また、急変
時、特変時には早急な対応を行っています。

72
家族には事前に説明し、納得した上で、入居の継
続をしてもらっています。

75
日々、野菜を中心としたメニューにて自然排便を
促しています。また、排便のリズムはチェック表
にて把握しています。

○
身体を動かすことも大切と考えパワーリハビリを
活用しています。

74

内服の状況とその効果については一覧にし把握す
るよう努めています。また、内服の追加、中止な
どの変更については、その後の様子なども訪問看
護へ確実に申し送っています。

夕食後、口腔ケアの拒否のある方へは、その方の
自然な歯磨きの時間を見出し、実践できていま
す。（朝の起床後のほうが拒否が少ない。夜間外
したままにできない方は洗浄後すぐ返却など）

77
個別にあわせた量をおおまかに把握しています。
また、食事量（カロリー摂取）の少ない方へは栄
養補助食品を進めています。

○
定期的な水分摂取量のチェックを行い、水分摂取
量の少ない方へは、本人の好かれる飲み物（コー
ヒーなど）進めています。

76
毎日、夕食後、口腔ケアを行っています。また、
歯科往診による検診も行なっています。

○
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○感染症予防

　感染症に対する予防や対応の取り決めが
あり、実行している（インフルエンザ、疥
癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

　食中毒の予防のために、生活の場として
の台所、調理用具等の衛生管理を行い、新
鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

　利用者や家族、近隣の人等にとって親し
みやすく、安心して出入りができるよう
に、玄関や建物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとっ
て不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり

　共用空間の中には、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

79
調理用具等については確実に消毒を行っていま
す。

○
食材の管理については、週１回冷蔵庫から冷蔵庫
内のすべての食材において、賞味期限内のもので
あるかどうか再チェックを行なっています。

78 マニュアルを作成しています。

81

ホール全体には季節感を出すような飾りをした
り、また、トイレの電気は反感応にすることで混
乱を招かないようにしています。また、物音につ
いても十分に注意しています。

○ 館内の飾りは幼稚にならないようにしています。

80

玄関へはスロープを設けており、車イスでも自由
に出入りできるようになっています。また、玄関
周りには常にプランターに植えた花などを置き明
るい雰囲気つくりに努めています。

82 ホール、廊下の一画にソファを設けています。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○換気・空調の配慮

　気になるにおいや空気のよどみがないよ
う換気に努め、温度調節は、外気温と大き
な差がないよう配慮し、利用者の状況に応
じてこまめに行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱
や失敗を防ぎ、自立して暮らせるように工
夫している

○建物の外周りや空間の活用

　建物の外周りやべランダを利用者が楽し
んだり、活動できるように活かしている

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

84
冷暖房は27～28℃で設定しています。また、小ま
めに換気を行い、臭いの気になる場所へは消臭
剤、スプレーを使用しています。

○

83
入居時、なるべくご本人が今まで使用されていた
家具を持ち込んでいただくようにしています。

85 認知症に適したつくりになっています。

87
裏庭には畑があり、その時期の様々な食材を植
え、収穫までを入居者の方と共に行なっていま
す。

86 各入居者に合わせたケアを行っています。

臭いについては原因を追究し解決しています。
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○ ①ほぼ全ての利用者の
②利用者の２/３くらいの
③利用者の１/３くらいの
④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある
②数日に１回程度ある
③たまにある
④ほとんどない
①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての家族と

○ ②家族の２/３くらいと
③家族の１/３くらいと
④ほとんどできていない
①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度

○ ③たまに
④ほとんどない

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている

95
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている

91
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項　　目

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所を○印で囲むこと）
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①大いに増えている
○ ②少しずつ増えている

③あまり増えていない
④全くいない

○ ①ほぼ全ての職員が
②職員の２/３くらいが
③職員の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての家族等が
②家族等の２/３くらいが
③家族等の１/３くらいが
④ほとんどできていない

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

99
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

98 職員は、活き活きと働けている

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る

項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）

スタッフ皆が「ゆったり　楽しく　穏やかに」の理念の下、それぞれの入居者の方への個別のケアやパーソンセンタードケアを常に心がけながら実践しています。また、ゆ
とりを持ったシフトを組むことで、入居者の方々の急な要望にも迅速に応えることができ、日常生活において様々な場を設けることができています。（ドライブ、外食、ピ
クニック、買い物、散歩など）入居者の皆様が「ここでよかった」と思って下さるよう、心のこもったケアを実践していきたいと考えています。
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